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X線分光撮像衛星 XRISMに搭載される軟 X線撮像装置（Xtend）は、X線ミラー（XMA）と CCDカメラ
（SXI）で構成されており、0.4-13keVの帯域で 38分角の広視野観測が可能である。X線シールドの目的は、XMA
を経由せずに SXI受光部に侵入する視野外の X線を遮蔽し、これらの X線入射が SXIのバックグラウンドの主
要因にならないように抑制することである。視野外からの X線は、衛星筺体を透過して入射する X線と衛星筺
体で散乱された太陽 X線の２つに分類できる。透過 X線に対しては、固定式光学台（FOB）のプレート面にリ
ング状の錫シールドを設置して対応した。また、散乱X線に対しては、SXI受光部から見える衛星筺体（プレー
トの一部）に太陽X線が当たらないように FOBの太陽側の側面にカーテン状の錫シールドを設置して対応した。
本講演では、X線シールドの概要、Geant4を用いたシミュレーションによる衛星筺体による太陽 X線の散乱量
の評価、評価結果をもとにASTRO-Hからシールドを強化した点について報告する。


